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竹原小学校での稲刈り体験竹原小学校での稲刈り体験

小美玉市議会だより ｜ 令和８年第３回定例会 ｜ No.８３

Pick UP！   議会の注目事業 

令和7年度
市のお金の
使い方

ザ・議会視点

決算特集

 高齢者  敬老会事業
� 1,783万円
　高齢者の長年の社会貢献に対し、 感

謝と敬老の意を表し、 市民自らが福祉

に対する理解と協力を深めました。

令和７年度における小美玉市の総決算額は約４２２億円でした。

そのうち一般会計の支出は２７１億５６６万円で当初予算から約６億９，０００万

円の増加となりました。収入は市税やふるさと応援寄附金、地方交付税などの

増加により前年度と比べ約１４億７，０００万円の増加となりました。

決決
令 和 ７ 年 度令 和 ７ 年 度

算額算額442222億円億円

今年の実り今年の実りをを「「決決算算」」でで見てみ見てみよようう！！
どう
使われた？

 畜産  �高騰する畜産飼料へ
　　 購入支援
� 1,905万円
　牛が食べる飼料 （干し草） の高騰に

伴い、 購入支援金を支出することで

畜産経営の負担軽減を図りました。

 防犯  防犯施設を整備
� 1,539万円
　犯罪防止と事件・事故の防止を目的

に、 防犯カメラや防犯灯を設置し、 地

域防犯力の推進を図りました。

 くらし  住宅取得の一部を助成
� 940万円
若年世帯や小美玉市へ移住する方の

住宅取得費用の一部を助成することで、

人口減少の抑制と地域の活性化を図っ

ています

 子育て  �子育て世帯の医療費を
補助   1億3,114万円

　小児・妊産婦・ひとり親家庭の方が

医療保険で受診した際の費用を一部又

は全部助成し、 経済的負担の軽減を図

りました。

 教育  �旧キャトル・セゾンを
改修   

6,743万円
　旧キャトル・セゾンを改修し、 子ども

の新たな居場所として整備しました。

❾❸

❸ ❶ ❶

❷
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小美玉市議会だより ｜ 令和８年第３回定例会 ｜ No.８３

自主財源41.7％ 依存財源58.3％

市税26.3％

繰
入
金

５
・
０
％

繰
越
金

３
・
９
％

そ
の
他

６
・
４
％

地方交付税

21.4％

国庫支出金

18.0％

県
支
出
金

６
・
９
％

そ
の
他

12

・
１
％

自主財源 ・ 依存財源の割合は

※円グラフ内の❶〜❿の数字は、 下の事業ピックアップの費目と対応しています

 くらし  �茨城トヨタスポーツパー
クたちばなを整備

� 1億9,816万円
　旧橘小学校敷地の跡地活用として、

芝生広場や遊具などを含む広場を整備

しました。

 交通  �市道や歩道の整備・拡幅
�  4億4,800万円
　市内の道路を整備・拡幅することで

交通利便性の向上を図るほか、 歩道の

整備を進め、 通学児童の安全性の向上

を図りました。

 消防  �高規格救急自動車を
　　 購入
� 3,630万円
　高規格救急自動車を購入し、 救急活

動体制の強化を図りました。

❽❷❺

税務事務、
住民票の管理

などに
32億5,549万円

借金の返済に
25億1,484万円 学校教育、

生涯学習
などに
40億7,331万円

ごみ処理等、
まちの衛生のために
　　　　　　15億6,739万円

他の会計や
団体への支出等に
　　　　　　13億7,843万円

道路、公園整備などに
21億6,493万円

消防費     12億5,153万円

農林水産業費     9億3,778万円

商工費　　 5億4,629万円

万円未満切り捨て

議会費　　　1億9,704万円

労働費               　68万円など

福祉のために
92億1,790万円

民生費●❶

教育費

土木費

●２❷総務費●２❸

●２10
●２❾

●２❺

公債費

●２❽

衛生費

諸支出金

一般会計一般会計
歳出歳出

 271 271億億566566万円万円

市の決算概要に
関する詳細は
こちら
（市HP）

　議会では今回の決算審査を踏まえ、令和９年度の予算を

より充実したものにするため、執行部に対し過去最多の質

疑を行いました。厳正なチェックの結果、「認定」しました。

＼議会の／

ちょっと
 注目！な話

 過去最多!
 事前通告数

３１５ 質疑・答弁一覧
（市議会HP）
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ALT英語
については
こちら
（市HP）

妊産婦タクシー
については
こちら
（市HP）

外国語指導助手派遣業務
グローバル化の現在、英語力向上は重

要で、ＡＬＴは必要不可欠。教育の原

点に戻り、活用方法を工夫し、学習意

欲の向上につなげることを願います。

小
こばやし

林 義
よしはる

治さん（東平）

妊産婦タクシー
市内や近隣に出産可能な医院はなく、

陣痛時などの肝心な時は使用できな

い。おむつ券など経済的な支援をし

ていただければいいなと思います。

２０代・女性（小川）

決算に関する主な質疑

Q
妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
金
の
当

初
予
算
25
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は
1
万

円
で
執
行
率
４
％
だ
っ
た
。
評
価
と
分
析

を
伺
う
。

A
妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
の
執
行
率
は
4
％

で
申
請
件
数
は
1
件
だ
っ
た
。
妊
娠
届

出
時
に
制
度
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説

明
は
し
て
い
る
が
、
利
用
が
少
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
必
要
な
方
へ
支
援

が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
、

妊
娠
届
出
時
に
は
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、

利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

出産・子育て応援事業
� 妊産婦タクシー利用補助金

（1万円）
妊産婦が妊産婦健診・出産等で医療機関へタク

シーで通院する場合の運賃に対して支払う補助金

妊産婦の健診や出産時の通院を支えるタクシー利用補助

制度

Q
こ
の
事
業
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
英

語
力
が
ど
の
程
度
向
上
し
た
の
か
伺
う
。

A
全
て
の
外
国
語
や
英
語
の
授
業
で
は
、

毎
時
間
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
外
国
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ブ

レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
授
業
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
指
導
、
台
湾
交
流

の
際
の
支
援
、
教
職
員
の
英
語
研
修
等
、

様
々
な
場
面
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
７
年
度
の
中
学
３
年

生
の
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
１
レ
ベ
ル
（
英
検
３
級
）

相
当
の
英
語
力
を
有
す
る
生
徒
の
割
合
は

59
・
３
％
で
前
年
度
よ
り
３
・
９
％
向
上

し
た
。

語学指導経費
外国語指導助手派遣業務委託料

（6,105万円）
市内小・中学校、市立幼稚園にALT（外国語指導助

手）を派遣し、英語教育の充実を図るもの

ALTとの対話や交流を取り入れて実践的な英語力を育む

授業

英語力向上ALT活用で制度周知を利用低迷、
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小美玉市議会だより ｜ 令和８年第３回定例会 ｜ No.８３

令和7年度
市のお金の
使い方

ザ・議会視点

決算特集

国際交流
については
こちら
（市HP）

プレミアム商品券
については
こちら
（市HP）

プレミアム商品券
利用者の利便性向上が期待できる取組

であり、アンケート結果を反映し、着

実にデジタル化を進めてほしいです。

鈴
す ず き

木 裕
ひろあき

明さん（堅倉）

国際交流活動事業
決算を踏まえて国際交流の現場の

現状に即したメリハリをつけた予

算を組んで欲しいと思います。

郡
ぐ ん じ

司 眞
ま ち こ

知子さん（本田町）

の推進国際交流

Q
年
々
増
加
す
る
市
内
在
住
外
国
人
と

の
共
生
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
考
え
か
伺
う
。

A
年
々
増
加
す
る
外
国
人
住
民
と
の
共

生
に
向
け
、
生
活
に
必
要
な
情
報
の
多
言

語
化
や
日
本
語
学
習
支
援
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
日
本
語
教
室
や
国
際
交
流
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
外
国
人
住
民
と

地
域
住
民
が
交
流
で
き
る
機
会
の
充
実

を
図
る
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
起
業
人
と

の
連
携
や
多
言
語
翻
訳
機
を
有
効
に
活

用
し
、
県
・
国
の
支
援
も
得
な
が
ら
、
外

国
人
住
民
が
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

国際交流活動事業
� （776万円）
国際交流ひろばなどの事業を開催し、市民に対し

国際交流への理解と国際感覚の育成を図るもの

Q
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
た
進
捗
を
伺
う
。

A
現
在
、
電
子
決
済
キ
ャ
リ
ア
（
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
）
へ
の
聞
き
取

り
調
査
及
び
、
近
隣
市
町
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
移
行
状
況
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
商
品
券
購
入
者
を
対
象
に

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
令
和
９
年
度
の
実
施
に
向
け

て
、
一
部
試
験
的
な
導
入
を
前
提
に
商
工

会
と
協
議
を
進
め
る
。

元気再生プレミアム商品券発行事業
補助金
� （4,700万円）
市内の個人消費の喚起や市商業の振興と活性化を

図るもの。

市内での買い物を後押しし、 地域の商業活性化につなげ
る商品券

日本語教室や交流の場を通じて、 外国人住民と地域との

つながりを育む

デジタル化へ商品券の
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文教福祉常任委員会

委員会審査

ピック
 アップ

　
小
美
玉
市
議
会
は
３
つ
の
常
任
委
員
会
（
総
務
・

文
教
福
祉
・
産
業
建
設
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

議
員
は
い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
属
し
て
議
案
審
査

に
あ
た
り
ま
す
。

　
第
３
回
定
例
会
の
議
案
審
査
か
ら
、
主
な
質
疑

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学びや体験を通して、仲間との絆を深める修学旅行

一
般
会
計
補
正
予
算

 

参
加
費
補
助
金

Q
学
校
行
事
の
ス
キ
ー
教
室
と

修
学
旅
行
に
対
す
る
参
加
費
補

助
金
は
、
国
か
ら
の
物
価
高
騰
に

係
る
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
今

回
補
正
計
上
さ
れ
た
が
、
次
年
度

以
降
も
継
続
さ
れ
る
か
伺
う
。

A
次
年
度
も
継
続
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

個
人
情
報
の
利
用
・
提
供
に
関
す

る
条
例
改
正

 

予
防
接
種
の
事
務
手
続

Q
予
防
接
種
事
務
デ
ジ
タ
ル
化

の
概
要
を
伺
う
。

A
今
ま
で
紙
で
行
っ
て
き
た
事

務
（
予
診
情
報
、
接
種
記
録
、
費

用
請
求
）
を
国
の
共
通
シ
ス
テ
ム

で
一
体
的
に
管
理
す
る
も
の
。
接

種
者
は
、
ス
マ
ホ
で
予
診
票
の
事

前
入
力
が
可
能
と
な
る
。

文教福祉

常任委員会

◎山崎晴生 ○宮内勇二

第３回定例会の
全議案の審議結果はこちら
（市議会HP）

子育て世帯へ
新たな支援を決定！
　市内学校に就学する生徒の保護者に対し、 ス

キー教室参加費補助金20,000円、 修学旅行

参加費補助金30,000円を支給する補正予算

（案）が示されました。

　質疑では来年度以降も継続事業とする方向性

が示されるなど、 執行部から前向きな答弁を受

けました。 慎重なる審議の結果、 全会一致で可

決されました。

＼議会の／

ちょっと
いいはなし

市村文男 田村昌男 大槻良明 谷仲和雄 内田和彦

◎：委員長　　○副委員長
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一
般
会
計
補
正
予
算

 

農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
補
助
金

Q
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
補

助
金
の
詳
細
は
。

A
農
業
者
の
高
齢
化
や
減
少
に

伴
い
、
農
業
者
の
作
業
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
農
作
業
の
受
託

な
ど
農
業
者
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
事
業
者
の
育
成
を
目
的

に
支
援
す
る
も
の
。

 

農※
作
物
野
生
鳥
獣
被
害
対
策　

 
 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

Q
農
作
物
野
生
鳥
獣
被
害
対
策

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
託
料
の
内
容
は
。

A
農
林
水
産
省
の
人
材
登
録
制

度
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
農
作

物
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
対
す
る
委
託
料
。

※�

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
な

ど
を
防
ぐ
た
め
、
被
害
状
況
の
調
査

や
防
護
柵
の
設
置
、
効
果
的
な
対
策

に
つ
い
て
助
言
す
る
専
門
家
の
こ
と

産業建設常任委員会

地域の農業を支える担い手

総　　務

常任委員会

産業建設

常任委員会

総務常任委員会

◎真家　功◎島田清一郎

荒川一秀福島ヤヨヒ

○戸田大我○鬼田岳哉

長島幸男岩本好夫 村田春樹長津智之 鈴木俊一香取憲一

一
般
会
計
補
正
予
算

 

Ｐ※
Ｃ
Ｂ
処
分
委
託
料

Q
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
分
委
託
料
の
内
容

を
伺
う
。

A
旧
玉
里
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
施
設
に
あ
る

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
コ
ン
デ
ン
サ
ー
と

変
圧
器
の
計
２
台
を
処
分
す
る
費

用
で
あ
る
。

※�

電
気
機
器
の
絶
縁
油
な
ど
に
使
用
さ

れ
て
い
た
有
害
な
化
学
物
質
。
人
体

や
環
境
へ
の
影
響
が
あ
る
た
め
、
適

正
な
処
分
が
必
要

 

行
政
区
集
会
施
設
整
備
費
補
助
金

Q
行
政
区
集
会
施
設
整
備
費
補

助
金
の
申
請
件
数
と
内
容
を
伺
う
。

A
７
地
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。

内
容
は
、
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
、

屋
外
コ
ン
セ
ン
ト
設
置
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
設
置
、
エ
ア
コ
ン
設
置
、

雨
ど
い
修
理
、
床
修
繕
、
火
災
報

知
器
設
置
な
ど
で
あ
る
。

PCB廃棄物を適正に処分
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戸田大我  議員････････････････P9
・�インターチェンジを最大限に生かし
た開発を
・優先する道路整備は

真家　功 議員･････････････････P9
・�新交流拠点は将来負担を見極め検討
を
・そららの現状と今後の発展

香取憲一 議員･･･････････････ P10
・�保健相談センターのトイレ改修を要
望する
・介護保険交付金について
・地域おこし協力隊の活躍状況

長津智之 議員･･･････････････ P10
・�茨城空港周辺の企業立地の動向につ
いて
・特定外来生物

谷仲和雄 議員･･･････････････ P11
・�市消防本部における課題の整理につい
て
・農産物等ブランド戦略

島田清一郎 議員････････････ P11
・�地震の危機管理に対する市の対応方
法は
・急傾斜地の舗装
・太陽光発電施設設置条例

村田春樹 議員････････････････ P12
・けやき通りを安全な通学路に
・切り株と夜間の安全
・登下校の暑さ対策
・UVカット眼鏡

14議員の

一般

視点と
  提案

★会派と
  14議員の
視点と提案

質問 一般質問

代表質問

視聴できます
本会議のライブ中継・録画映像が

令和８年第２回定例会アクセス数…5,805件

これまでの累計アクセス数… 3 万 1,836件

スマホ ・ タブレットから

ライブ中継

LIVE が表示されている会議を選

択し、ライブ中継をご覧ください。

録画映像配信

インターネット中継を行った過

去の本会議をご覧になれます。

小美玉市

議会HP

パソコンから

小美玉市議会

福島ヤヨヒ 議員････････････ P12
・なぜ窓口閉鎖と閉庁時間が同じなのか
・職員の働き方改革と残業
・体育館等のエアコン設置

鬼田岳哉 議員･･･････････････ P13
・羽鳥駅東口駐輪場、周辺環境の改善策は
・野犬対策の強化と協力者支援
・企業版ふるさと納税の推進
・食品公社の収益強化に向けて

宮内勇二 議員･･･････････････ P13
・水稲協働防除を２回実施へ
・市の良質米を守る
・全国大会等への出場支援

内田和彦 議員･･･････････････ P14
・感震ブレーカー設置補助の詳細は
・学校の防火対策と避難体制
・放課後児童クラブ

荒川一秀 議員･･･････････････ P14
・合併20年を振り返り現在の進捗を問う
・上下水道事業
・医療センターについて

山崎晴生 議員･･･････････････ P15
・�地域ケア会議の役割と地域課題への
施策は
・カスハラ対策の現状と対応

鈴木俊一 議員･･･････････････ P15
・子どもの学びと安全を
・小中学校の草刈
・幼稚園の音楽療育
・災害時の対応

【一般質問とは？】

市政に関して議員が質問を行い、

新たな施策の提案や意見を述べ、

市政をより良い方向へ導くもの

です

※���一般質問の掲載記事は
　議員本人が作成しています。

 市民のための
熱い議論に感謝

　今まで知らなかったことが分

かりとても勉強になりました。

　執行部と議会が我々市民のた

めに熱い議論を交わしていて、

本当によかったです。

８０代男性（手堤）

一

般
質問傍聴

者へインタビュー
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上
げ
が
増
加
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン

は
１
７
９
％
増
加
と
な
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
方
針
の
刷
新
や
過
ご

し
や
す
い
空
間
づ
く
り
、
ド
ッ

グ
ラ
ン
の
開
設
な
ど
が
好
評
。

さ
ら
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
生
か

し
た
企
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
発
信
、
季
節
性
を
捉
え
た
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
民
間
な
ら
で
は

の
柔
軟
な
取
組
が
行
わ
れ
て

い
る
。

サ

イ

ク

ル

ス

テ

ー

シ
ョ
ン
を
市
と
し
て

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
市
外
・
県

外
か
ら
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
呼

び
込
み
、
ど
の
よ
う
に
交
流
人

口
の
拡
大
に
繋
げ
る
か
伺
う
。

産
業
経
済
部
長

　
利

用
拡
大
に
関
す
る
企

画
や
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
早
急

に
講
じ
る
よ
う
指
定
管
理
者
に

促
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
に
任
せ
る
だ
け
で

な
く
。
運
営
状
況
や
成
果
を

し
っ
か
り
検
証
し
、
必
要
な
支

援
や
連
携
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
、
そ
・
ら
・
ら

が
市
の
交
流
、
地
域
振
興
の
拠

点
と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

周
辺
に
お
け
る
大
規
模
な
産
業

拠
点
、
観
光
交
流
拠
点
の
開
発

を
小
美
玉
市
の
確
固
た
る
意
志

と
し
て
大
胆
か
つ
明
確
に
位
置

付
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

市
の
道
路
整
備
計
画

及
び
各
地
区
か
ら
の

要
望
箇
所
に
つ
い
て
、
優
先
箇

所
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
整

備
へ
反
映
さ
せ
て
い
る
か
。

都
市
建
設
部
長

　
優

先
す
べ
き
路
線
を
見

極
め
た
選
択
と
集
中
の
予
算
配

分
と
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
た

事
業
着
手
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
近
年
の
社
会
情
勢

の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

見
直
し
後
は
、
計
画
に
位
置
付

け
ら
れ
た
路
線
を
優
先
的
に
推

進
し
て
い
く
。

通
学
路
を
は
じ
め
と
す
る
優

先
道
路
の
早
期
整
備
な
ど
安

全
で
快
適
な
道
路
環
境
の
構

築
に
向
け
一
層
の
ご
尽
力
を

願
い
た
い
。

本
市
周
辺
に
あ
る
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
岩

間
・
茨
城
空
港
北
・
石
岡
小
美

玉
）
の
交
通
利
便
性
を
生
か
し

た
活
性
化
は
。

都
市
建
設
部
長

　
国

や
関
係
機
関
と
協
議

を
開
始
す
る
条
件
と
し
て
、
市

政
策
上
の
明
確
な
位
置
付
け
が

必
要
と
な
る
が
、
２
つ
の
上
位

計
画
（
総
合
計
画
・
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
は
改
定
の

時
期
に
も
来
て
お
り
、
農
業
振

興
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
図
り
な
が

ら
、
市
民
や
関
係
機
関
の
理
解

も
得
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
市

の
意
思
、
位
置
付
け
を
示
し
、

速
や
か
に
検
討
が
進
め
ら
れ
る

準
備
を
整
え
た
い
。

静
岡
県
島
田
市
・
牧
之
原
市
の

よ
う
な
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

新
交
流
拠
点
整
備
に

つ
い
て
、
県
の
支
援
、

退
役
航
空
機
移
設
費
、
市
の
将

来
負
担
を
踏
ま
え
、
事
業
の
妥

当
性
を
伺
う
。

副
市
長

　
県
か
ら
県

有
地
約
２
万
２
０
０

０
㎡
を
事
業
用
地
と
し
て
無
償

譲
受
す
る
予
定
。
フ
ァ
ン
ト
ム

２
機
の
移
設
費
は
、
県
が
負
担

す
る
よ
う
協
議
中
。
年
間
約
２

４
０
０
万
円
の
指
定
管
理
料
に

は
防
衛
省
交
付
金
を
活
用
す
る

見
込
み
。
教
育
旅
行
や
企
画
展

な
ど
で
集
客
を
図
る
。

茨
城
空
港
事
業
の
立
ち
上
げ
か

ら
開
港
ま
で
12
年
間
携
わ
り
、

空
港
に
は
熱
い
思
い
が
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
国
・
県
と
の
連

携
や
将
来
の
市
民
負
担
を
見
極

め
、
事
業
の
妥
当
性
を
検
討
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

指
定
管
理
者
制
度
導

入
後
の
利
用
者
数
や

売
上
げ
、
新
た
な
取
組
と
効
果

を
伺
う
。産

業
経
済
部
長
　
４

月
か
ら
７
月
で
来
場

者
数
は
22
％
増
加
、
売
上
は

36
％
増
加
し
た
。
全
店
舗
で
売

答弁

答弁

問答

問答答

問答

問

答 問

インターチェンジを最大限に生かした開発を   

その好条件を生かして積極的に位置付けする

県・国と連携し集客力向上へ繋げる

新交流拠点は将来負担を見極め検討を

代表質問

戸
と だ

田 大
だ い が

我
録画映像

真
ま い え

家　功
いさお

録画映像

要 

望

要 

望

要 

望

要 

望

▲先進地：相良牧之原 IC 周辺

優
先
す
る

道
路
整
備
は

そ
ら
ら
の
現
状
と

今
後
の
発
展
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と
し
て
成
果
指
標
の
中
の
介
護

保
険
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
の

分
析
や
難
聴
高
齢
者
の
早
期
発

見
・
介
入
に
係
る
取
組
等
へ
の

強
化
が
今
後
充
実
化
を
図
れ
る

状
況
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
事
業
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
な
が
ら
高
齢
者
の
自

立
支
援
、
重
度
防
止
、
介
護
予

防
の
充
実
化
に
向
け
邁
進
し
て

い
く
。

隊
員
の
現
状
と
就
農
へ

の
支
援
体
制
、
今
後
の

制
度
展
開
へ
の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長

　
現
在
３
名

の
隊
員
が
就
農
を
目

指
し
て
受
入
農
家
の
元
で
農
業

技
術
を
学
び
、
地
元
住
民
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行

い
つ
つ
、
小
美
玉
市
の
Ｐ
Ｒ
活

動
に
励
ん
で
い
る
。
市
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
は
、
栽
培
技
術
、

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
習
得
な
ど
、
安

心
し
て
定
住
就
農
で
き
る
支
援

を
し
て
い
く
予
定
。
今
後
の
募

集
計
画
は
、
本
市
の
魅
力
や
情

報
を
市
外
に
知
っ
て
い
た
だ
く

役
割
を
担
う
人
材
を
募
集
し
、

「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」

等
を
活
用
し
て
将
来
の
移
住
定

住
に
つ
な
げ
て
い
く
。

保健相談センターのトイレ改修を要望する

茨城空港周辺の企業立地の動向について

と
、
市
に
は
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長

　
重

点
促
進
区
域
を
設
定

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
事
業
の
実

施
場
所
が
農
用
地
区
域
や
第
一

種
農
地
で
あ
る
場
合
で
も
、
所

定
の
基
準
を
満
た
せ
ば
農
地
転

用
が
可
能
と
な
る
点
が
あ
る
。

南
米
原
産
の
水
生
植

物
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ

イ
ト
ウ
は
、
発
生
・
増
殖
す
る

と
在
来
種
の
生
息
環
境
を
破
壊

し
、
食
物
連
鎖
な
ど
生
態
系
バ

ラ
ン
ス
の
損
失
を
招
く
お
そ
が

あ
る
。
市
内
に
お
い
て
の
現
状

と
農
地
等
へ
の
影
響
を
伺
う
。

産
業
経
済
部
長
　
特

定
外
来
生
物
ナ
ガ
エ

ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
昨
年

霞
ヶ
浦
の
湖
水
面
に
少
数
で
は

あ
る
が
自
生
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
地
元
漁
協
、
農
政
課
、
環

境
課
で
除
却
作
業
を
行
っ
た
。

農
地
へ
の
影
響
は
水
田
に
侵
入

す
る
と
稲
の
育
成
を
妨
げ
た

る
。
ま
た
、
水
路
で
繁
殖
し
て

し
ま
う
と
水
の
流
れ
を
阻
害

し
、給
排
水
に
影
響
を
与
え
る
。

適
地
選
定
調
査
の
そ

の
後
の
進
捗
に
つ
い

て
伺
う
。産

業
経
済
部
長

　
昨

年
度
、
適
地
選
定
調

査
を
実
施
し
、
企
業
誘
致
事
業

を
よ
り
効
果
的
に
進
め
る
為
、

各
候
補
地
の
地
域
特
性
や
ア
ク

セ
ス
環
境
、
開
発
可
能
性
な
ど

の
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
優
先

地
区
と
し
て
さ
ら
な
る
絞
り
込

み
を
行
っ
た
。
県
庁
組
織
で
あ

る
、
立
地
推
進
東
京
本
部
と
企

業
情
報
な
ど
を
共
有
し
、
同
本

部
が
有
す
る
広
範
囲
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
企
業
誘
致

活
動
を
進
め
て
い
る
。

茨
城
空
港
周
辺
に
産
業

集
積
な
ど
を
行
う
場
合

の
課
題
等
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
経
済
部
長
　
企

業
誘
致
に
お
け
る
課

題
の
一
つ
と
し
て
、
農
地
転
用

な
ど
の
農
地
法
上
の
制
約
が
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
地

域
未
来
投
資
促
進
法
」
　
に
よ

る
特
例
措
置
の
適
用
と
、
重
点

促
進
区
域
の
設
定
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
茨
城
県
と
協
議
し
調

査
を
進
め
て
い
る
。

重
点
促
進
区
域
を
設
定
す
る

香
か と り

取 憲
けんいち

一
録画映像

小
川
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
の
ト
イ
レ
が
旧

態
依
然
で
あ
る
現
状
に
対
し

て
、
修
繕
を
望
む
市
民
の
声
に

い
か
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

　
保

健
相
談
セ
ン
タ
ー
が

平
成
３
年
に
竣
工
し
て
以
来
、

一
般
利
用
ト
イ
レ
の
改
修
工
事

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
利

用
ス
タ
イ
ル
に
則
し
て
い
な
い

た
め
（
和
式
ト
イ
レ
中
心
、
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
、
温
水
便
座
機
能

無
し
）
、
ト
イ
レ
便
器
の
洋
式

化
を
検
討
し
て
い
く
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
方

式
で
あ
る
介
護
保
険

機
能
強
化
推
進
交
付
金
と
努
力

者
支
援
金
の
２
つ
の
交
付
金
獲

得
の
現
状
と
課
題
は
。

保
健
福
祉
部
長
　
こ

の
２
つ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
度
は
48
・
１
％
で
県

内
26
位
、
令
和
８
年
度
は
48
・

４
％
で
31
位
で
あ
っ
た
。
課
題

長
な が つ

津 智
としゆき

之
録画映像

問問

問

問問

問

答答

介
護
保
険

交
付
金
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
躍
状
況

答答

答

特
定
外
来
生
物

答答

▲センター内トイレ

答弁

答弁

現在の利用スタイルに則し洋式化していく

現在はテクノパークへの企業誘致を最優先とする

一般質問

再
質
問

10
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整
備
指
針
に
よ
り
、
必
要
性
、

重
要
性
、
緊
急
性
お
よ
び
効
率

性
を
統
合
的
に
考
慮
し
、
用
地

協
力
を
い
た
だ
い
た
路
線
か
ら

順
次
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。

事
業
に
着
手
で
き
な
い
急
傾
斜

地
道
路
に
つ
い
て
は
、
砕
石
敷

に
代
わ
る
簡
易
的
な
舗
装
に
つ

い
て
も
、
あ
わ
せ
て
検
討
を
重

ね
て
い
く
。

太
陽
光
発
電
施
設
設

置
か
ら
生
活
環
境
を

保
全
す
る
た
め
の
、
設
置
条
例

制
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
市
の

見
解
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長

　
国
・

県
の
動
向
、
他
自
治

体
の
条
例
の
効
果
等
を
踏
ま

え
、
市
内
の
苦
情
・
相
談
や
災

害
等
の
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
、
条
例
制
定
を
検
討
し
て
い

く
。
太
陽
光
発
電
施
設
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
と
、
市
民
の
生
活
環
境
や
安

全
・
安
心
の
確
保
は
い
ず
れ
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
と
の
共
生
を
基
本
と

し
、
適
正
な
設
置
管
理
が
図
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

責
務
を
果
た
す
に
は
「
適
切
な

部
隊
運
用
」が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
根
底
を
成
す
「
適
正
な
消

防
職
員
定
数
」
と
「
消
防
庁
舎

機
能
」
は
密
接
に
関
連
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
体
的
な
施
策

と
し
て
調
査
・
検
討
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

「
小
美
玉
の
め
ぐ
み
」

か
ら
「
稼
げ
る
農
業
」

へ
、
ど
の
よ
う
に
繋
げ
て
い
く

の
か
。

産
業
経
済
部
長
　
茨

城

農

業

の

将

来

ビ

ジ
ョ
ン
等
と
の
整
合
性
や
、
県

な
ど
関
係
機
関
と
情
報
共
有
・

連
携
を
図
る
。

谷
や な か

仲 和
か ず お

雄
録画映像

保
有
車
両
台
数
に
対

す
る
人
員
の
充
足
率

は
約
64
％
、
部
隊
運
用
の
状
況

及
び
職
員
数
不
足
に
よ
る
部
隊

運
用
へ
の
弊
害
を
問
う
。

消
防
長

　
部
隊
運
用

に
つ
い
て
は
、
火
災

現
場
に
２
台
の
車
両
で
出
場
す

る
ペ
ア
運
用
や
部
隊
載
せ
替
え

運
用
な
ど
、
限
ら
れ
た
消
防
力

を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

救
急
や
火
災
な
ど
の
緊
急
現
場

に
お
い
て
支
障
を
き
た
さ
な
い

部
隊
運
用
に
努
め
て
い
る
。
職

員
数
の
不
足
に
よ
る
部
隊
運
用

へ
の
弊
害
は
、
消
火
や
救
助
の

初
動
に
遅
れ
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
る
ほ
か
、
長
時
間
労
働
勤
務

や
休
日
出
勤
な
ど
職
員
一
人
当

た
り
の
負
担
が
増
え
、
疲
労
の

蓄
積
に
よ
る
健
康
面
や
重
大
な

事
故
に
繋
が
る
判
断
ミ
ス
な
ど

の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
。
消

防
庁
舎
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と

機
能
は
、
火
災
や
救
急
、
自
然

災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
24
時
間

体
制
で
対
応
す
る
防
災
拠
点
と

し
て
、
大
規
模
災
害
等
で
も
活

動
を
継
続
で
き
る
安
全
性
能

や
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
機
能

を
有
し
た
機
動
的
か
つ
機
能
的

な
施
設
で
あ
る
こ
と
。
消
防
の

島
しまだ

田 清
せいいちろう

一 郎
録画映像

地
震
へ
の
危
機
管
理

に
つ
い
て
、
①
避
難

所
の
設
置
運
営
②
住
民
の
安
否

確
認
③
体
の
不
自
由
な
人
、
高

齢
者
へ
の
避
難
援
助
、
そ
れ
ぞ

れ
市
の
対
応
方
法
を
伺
う
。

総
務
部
長

　
避
難
所

の
設
置
は
、
市
内
公

共
施
設
等
の
29
施
設
を
被
災
状

況
に
応
じ
て
開
設
す
る
。
運
営

は
、
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
市
職
員
が
配
置
さ
れ
、
避

難
者
の
協
力
を
得
て
応
急
的
に

運
営
さ
れ
る
。
避
難
の
長
期
化

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
避
難

者
に
よ
る
自
主
的
な
運
営
に
移

行
す
る
。
住
民
の
安
否
確
認
に

つ
い
て
は
、
消
防
、
警
察
、
民

生
委
員
、
避
難
支
援
関
係
者
と

連
携
し
、
巡
回
訪
問
や
通
報
情

報
な
ど
で
確
認
す
る
。
体
の
不

自
由
な
人
、
高
齢
者
へ
の
避
難

援
助
に
つ
い
て
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
に
基
づ
き
、
職

員
が
個
別
に
電
話
に
よ
り
一
斉

に
安
否
と
支
援
内
容
の
確
認
を

行
う
。

豪
雨
対
策
と
し
て
、

急
傾
斜
地
道
路
の
舗

装
・
整
備
が
可
能
か
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

　
道

路
の
舗
装
は
、
道
路

農
産
物
等

ブ
ラ
ン
ド
戦
略

問答

答答 問問

問答

問答

太
陽
光
発
電
施
設

設
置
条
例

答弁

答弁

市消防本部における課題の整理について

適切な部隊運用が不可欠、一体的に取り組む

計画に基づき避難所設置、 安否確認等を実施

地震の危機管理に対する市の対応方法は

一般質問

▲小美玉市消防本部（小川地内）

急
傾
斜
地
の
舗
装

8

と
し
て
成
果
指
標
の
中
の
介
護

保
険
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
の

分
析
や
難
聴
高
齢
者
の
早
期
発

見
・
介
入
に
係
る
取
組
等
へ
の

強
化
が
今
後
充
実
化
を
図
れ
る

状
況
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
事
業
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
な
が
ら
高
齢
者
の
自

立
支
援
、
重
度
防
止
、
介
護
予

防
の
充
実
化
に
向
け
邁
進
し
て

い
く
。

隊
員
の
現
状
と
就
農
へ

の
支
援
体
制
、
今
後
の

制
度
展
開
へ
の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長
　
現
在
３
名

の
隊
員
が
就
農
を
目

指
し
て
受
入
農
家
の
元
で
農
業

技
術
を
学
び
、
地
元
住
民
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行

い
つ
つ
、
小
美
玉
市
の
Ｐ
Ｒ
活

動
に
励
ん
で
い
る
。
市
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
は
、
栽
培
技
術
、

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
習
得
な
ど
、
安

心
し
て
定
住
就
農
で
き
る
支
援

を
し
て
い
く
予
定
。
今
後
の
募

集
計
画
は
、
本
市
の
魅
力
や
情

報
を
市
外
に
知
っ
て
い
た
だ
く

役
割
を
担
う
人
材
を
募
集
し
、

「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」

等
を
活
用
し
て
将
来
の
移
住
定

住
に
つ
な
げ
て
い
く
。

保健相談センターのトイレ改修を要望する

茨城空港周辺の企業立地の動向について

と
、
市
に
は
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長

　
重

点
促
進
区
域
を
設
定

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
事
業
の
実

施
場
所
が
農
用
地
区
域
や
第
一

種
農
地
で
あ
る
場
合
で
も
、
所

定
の
基
準
を
満
た
せ
ば
農
地
転

用
が
可
能
と
な
る
点
が
あ
る
。

南
米
原
産
の
水
生
植

物
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ

イ
ト
ウ
は
、
発
生
・
増
殖
す
る

と
在
来
種
の
生
息
環
境
を
破
壊

し
、
食
物
連
鎖
な
ど
生
態
系
バ

ラ
ン
ス
の
損
失
を
招
く
お
そ
が

あ
る
。
市
内
に
お
い
て
の
現
状

と
農
地
等
へ
の
影
響
を
伺
う
。

産
業
経
済
部
長
　
特

定
外
来
生
物
ナ
ガ
エ

ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
昨
年

霞
ヶ
浦
の
湖
水
面
に
少
数
で
は

あ
る
が
自
生
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
地
元
漁
協
、
農
政
課
、
環

境
課
で
除
却
作
業
を
行
っ
た
。

農
地
へ
の
影
響
は
水
田
に
侵
入

す
る
と
稲
の
育
成
を
妨
げ
た

る
。
ま
た
、
水
路
で
繁
殖
し
て

し
ま
う
と
水
の
流
れ
を
阻
害

し
、給
排
水
に
影
響
を
与
え
る
。

適
地
選
定
調
査
の
そ

の
後
の
進
捗
に
つ
い

て
伺
う
。産

業
経
済
部
長

　
昨

年
度
、
適
地
選
定
調

査
を
実
施
し
、
企
業
誘
致
事
業

を
よ
り
効
果
的
に
進
め
る
為
、

各
候
補
地
の
地
域
特
性
や
ア
ク

セ
ス
環
境
、
開
発
可
能
性
な
ど

の
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
優
先

地
区
と
し
て
さ
ら
な
る
絞
り
込

み
を
行
っ
た
。
県
庁
組
織
で
あ

る
、
立
地
推
進
東
京
本
部
と
企

業
情
報
な
ど
を
共
有
し
、
同
本

部
が
有
す
る
広
範
囲
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
企
業
誘
致

活
動
を
進
め
て
い
る
。

茨
城
空
港
周
辺
に
産
業

集
積
な
ど
を
行
う
場
合

の
課
題
等
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
経
済
部
長
　
企

業
誘
致
に
お
け
る
課

題
の
一
つ
と
し
て
、
農
地
転
用

な
ど
の
農
地
法
上
の
制
約
が
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
地

域
未
来
投
資
促
進
法
」
　
に
よ

る
特
例
措
置
の
適
用
と
、
重
点

促
進
区
域
の
設
定
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
茨
城
県
と
協
議
し
調

査
を
進
め
て
い
る
。

重
点
促
進
区
域
を
設
定
す
る

香
か と り

取 憲
けんいち

一
録画映像

小
川
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
の
ト
イ
レ
が
旧

態
依
然
で
あ
る
現
状
に
対
し

て
、
修
繕
を
望
む
市
民
の
声
に

い
か
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

　
保

健
相
談
セ
ン
タ
ー
が

平
成
３
年
に
竣
工
し
て
以
来
、

一
般
利
用
ト
イ
レ
の
改
修
工
事

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
利

用
ス
タ
イ
ル
に
則
し
て
い
な
い

た
め
（
和
式
ト
イ
レ
中
心
、
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
、
温
水
便
座
機
能

無
し
）
、
ト
イ
レ
便
器
の
洋
式

化
を
検
討
し
て
い
く
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
方

式
で
あ
る
介
護
保
険

機
能
強
化
推
進
交
付
金
と
努
力

者
支
援
金
の
２
つ
の
交
付
金
獲

得
の
現
状
と
課
題
は
。

保
健
福
祉
部
長
　
こ

の
２
つ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
度
は
48
・
１
％
で
県

内
26
位
、
令
和
８
年
度
は
48
・

４
％
で
31
位
で
あ
っ
た
。
課
題

長
な が つ

津 智
としゆき

之
録画映像

問問

問

問問

問

答答

介
護
保
険

交
付
金
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
躍
状
況

答答

答

特
定
外
来
生
物

答答

▲センター内トイレ

答弁

答弁

現在の利用スタイルに則し洋式化していく

現在はテクノパークへの企業誘致を最優先とする

一般質問

再
質
問
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けやき通りを安全な通学路に

なぜ窓口閉鎖と閉庁時間が同じなのか

答弁

答弁

ツツジ伐採し道路整備を検討

職員人件費抑制や業務効率化につなぐ

る
。
一
方
、
常
態
的
に
時
間
外

勤
務
が
発
生
し
て
い
る
場
合

は
、
業
務
改
善
や
人
員
配
置
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
を

全
庁
的
に
定
時
退
庁
日
と
定

め
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
て
い
る
。
会
計
年
度

職
員
等
は
、
本
人
が
希
望
し
た

勤
務
時
間
に
よ
る
雇
用
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
時
間
外
勤
務
は

生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
る
。

避
難
所
に
も
な
る
体

育
館
等
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
進
ん
で
い
る
か
。ま
た
、

一
般
家
庭
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

の
助
成
制
度
は
あ
る
か
。

教
育
部
長
　
避
難
所

に
も
な
る
体
育
館
等

の
大
規
模
な
公
共
施
設
25
箇
所

の
う
ち
12
箇
所
に
エ
ア
コ
ン
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン

未
設
置
の
施
設
に
は
冷
風
機
な

ど
を
設
置
し
て
い
る
。
一
般
家

庭
に
対
す
る
助
成
は
、
本
定
例

会
に
お
い
て
「
省
エ
ネ
エ
ア
コ

ン
買
い
替
え
支
援
事
業
」
を
補

正
予
算
で
計
上
し
た
。

登
下
校
の
暑
さ
対
策

に
冷
感
パ
ッ
ド
を
使

え
な
い
か
。

教
育
部
長

　
日
傘
や

冷
却
タ
オ
ル
を
認
め
、

全
校
に
冷
水
器
を
設
置
し
て
い

る
。
冷
却
パ
ッ
ド
は
必
要
性
や

利
用
ニ
ー
ズ
及
び
全
国
の
実
態

等
を
踏
ま
え
調
査
研
究
す
る
。

市
長

　
冷
感
パ
ッ
ド

を
含
む
暑
さ
対
策
に

関
し
て
は
、
教
育
委
員
会
と
連

携
し
て
進
め
る
。

子
ど
も
が
日
差
し
か

ら
目
を
守
る
眼
鏡
を
、

気
兼
ね
な
く
使
え
る
と
よ
う
に

で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
保
護
者
や

子
ど
も
の
意
向
を
確

認
し
、
学
校
と
連
携
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

・ 

い
ち
ょ
う
通
り
の
伐
採
後
の

切
り
株
や
、
か
え
で
通
り
の

毛
虫
被
害
に
も
触
れ
、
安
全

対
策
を
求
め
た

村
む ら た

田 春
は る き

樹
録画映像

け
や
き
通
り
の
見
通

し
と
歩
道
・
自
転
車

通
行
帯
を
ど
う
改
善
す
る
か
。

都
市
建
設
部
長

　
25

区
画
の
ツ
ツ
ジ
を
伐

採
し
、
今
後
も
進
め
る
。
羽
鳥

橋
西
側
は
歩
道
の
平
た
ん
化
な

ど
が
必
要
。
東
側
は
路
面
標
示

に
よ
る
自
転
車
通
行
帯
を
検
討

す
る
。
補
助
金
確
保
に
も
取
り

組
む
。

切

り

株

と

植

樹

ブ

ロ
ッ
ク
に
よ
る
事
故

を
ど
う
防
ぐ
か
。

都
市
建
設
部
長

　
草

が
生
え
な
い
よ
う
対

策
を
進
め
、
試
験
的
な
抜
根
も

検
討
す
る
。
夜
間
に
反
射
す
る

道
路
び
ょ
う
も
検
討
す
る
。

福
ふくしま

島 ヤヨヒ
録画映像

窓
口
の
閉
鎖
時
間
と

施
設
の
閉
庁
時
間
を

16
時
30
分
に
統
一
し
た
理
由
を

伺
う
。

総
務
部
長

　
こ
れ
ま

で
職
員
の
勤
務
時
間

と
窓
口
業
務
時
間
は
17
時
15
分

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
窓
口
終

了
後
の
事
後
処
理
を
時
間
外
で

行
う
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
閉
庁
時
間
を
16
時
30

分
に
早
め
る
こ
と
で
、
職
員
の

時
間
外
勤
務
の
抑
制
と
業
務
効

率
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後

は
、
閉
庁
時
間
の
変
更
を
市
Ｈ

Ｐ
や
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
周

知
す
る
と
と
も
に
、
電
子
申
請

な
ど
の
利
用
方
法
な
ど
も
周
知

し
て
い
く
。

市
職
員
の
規
定
さ
れ

て
い
る
勤
務
時
間
と

残
業
の
対
応
、
会
計
年
度
職
員

等
の
残
業
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
か
伺
う
。

総
務
部
長
　
勤
務
時

間
は
労
働
基
準
法
に

準
じ
て
1
日
７
時
間
45
分
と
定

め
て
お
り
、
時
間
外
勤
務
は
、

原
則
と
し
て
月
45
時
間
、
年

３
６
０
時
間
以
内
と
し
て
い

問答答

問答

登
下
校
の

暑
さ
対
策

答 答答

答 職
員
の
働
き
方

改
革
と
残
業

問

体
育
館
等
の

エ
ア
コ
ン
設
置

答 問

問
切
り
株
と

夜
間
の
安
全

問 問

一般質問

Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
眼
鏡

▲ツツジ伐採後のけやき通り
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水稲協働防除を２回実施へ

答弁

答弁 追加防除は慎重に検討

羽鳥駅東口駐輪場・周辺環境の改善策は

他市事例を調査分析し、改善強化を行っていく

自
主
財
源
確
保
へ
向

け
た
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
今
後
の
戦
略
は
。

市
長
公
室
長

　
昨
年

度
は
20
社
か
ら
５
，

５
６
０
万
円
の
寄
附
を
頂
い

た
。
今
後
は
配
置
し
た
専
任
職

員
を
中
心
に
、
専
用
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
活
用
の
検
討
や
市

内
・
進
出
企
業
へ
の
営
業
活
動

を
強
化
す
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
（
※

１
）
で
あ
る
㈱
小
美

玉
ふ
る
さ
と
食
品
公
社
の
収
益

力
強
化
の
進
捗
は
。

産
業
経
済
部
長
　
中

期
経
営
計
画
を
策
定

し
、
販
路
整
理
や
新
商
品
開
発

等
を
進
め
た
結
果
、
本
年
第

１
四
半
期
の
経
常
利
益
が
プ
ラ

ス
に
転
じ
る
な
ど
収
益
改
善
の

兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
。
引

き
続
き
筆
頭
株
主
と
し
て
的
確

な
助
言
・
提
言
を
行
っ
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

・ 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
で
、
今
ま
で
と
同
じ
農
業
支

援
を
続
け
て
い
く
だ
け
で
、
本

当
に
10
年
後
の
小
美
玉
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。物

価
高
騰
や
交
通
・

宿
泊
費
の
上
昇
を
踏

ま
え
、
選
手
や
保
護
者
が
安
心

し
て
挑
戦
で
き
る
制
度
へ
の

見
直
し
、
支
援
を
拡
充
す
べ
き

で
は
。

教
育
部
長

　
年
１
回

の
交
付
制
限
が
課
題

で
、
要
綱
の
見
直
し
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。
要
綱
改
正
に

向
け
検
討
を
進
め
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会
で
協
議
の
上
、
早

期
の
運
用
開
始
を
目
指
す
。

挑
戦
す
る
選
手
を
し
っ
か
り
と

後
押
し
す
る
制
度
に
見
直
し
、

こ
の
小
美
玉
市
か
ら
世
界
へ
飛

び
立
つ
選
手
が
出
て
く
る
こ
と

を
願
う
。

宮
みやうち

内 勇
ゆ う じ

二
録画映像

異
常
高
温
等
で
病
害
虫

被
害
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
水
稲
協
働
防
除
の
実
施
状

況
と
追
加
防
除
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
経
済
部
長

　
年

１
回
、
ラ
ジ
コ
ン
ヘ

リ
に
よ
る
農
薬
空
中
散
布
を
実

施
し
、
市
は
農
薬
・
作
業
委
託

料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

追
加
防
除
は
県
も
推
奨
し
て
い

る
が
、
品
種
や
実
施
時
期
の
調

整
が
難
し
く
、
生
産
者
ご
と
の

事
情
に
合
わ
せ
各
戸
で
実
施
す

る
方
法
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。

米
価
の
先
行
き
が
不

透
明
な
中
、
品
質
向

上
と
農
家
所
得
を
守
る
た
め
、

追
加
防
除
を
前
向
き
に
検
討
す

べ
き
で
は
。

産
業
経
済
部
長
　
生

産
者
の
ニ
ー
ズ
や
事

業
主
体
の
意
向
を
把
握
し
な
が

ら
、
追
加
防
除
を
共
同
で
行
う

べ
き
か
、
引
き
続
き
慎
重
に
検

討
す
る
。

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
異

常
気
象
が
常
態
化
し
つ
つ
あ
る

鬼
お に た

田 岳
た け や

哉
録画映像

羽
鳥
駅
東
口
北
側
駐

輪
場
の
は
み
出
し
駐

輪
や
、
周
辺
の
治
安
悪
化
へ
の

対
策
は
。都

市
建
設
部
長

　
他
市

の
事
例
を
調
査
分
析

し
、
放
置
自
転
車
の
撤
去
強
化

や
将
来
的
な
屋
根
設
置
等
を
検

討
す
る
。
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ

作
動
中
の
表
示
を
追
加
し
、
警

察
へ
巡
回
強
化
を
依
頼
し
た
。

デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
を
含

め
た
、
根
本
的
な
環
境
改
善
を

強
く
求
め
る
。

市
民
生
活
の
脅
威
と

な
る
野
犬
の
対
策
強

化
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ

の
支
援
拡
充
は
。

市
民
生
活
部
長
　
捕
獲

数
は
減
少
傾
向
に
あ
る

が
依
然
多
い
。
本
年
設
立
予
定

の
動
物
愛
護
推
進
協
議
会
等
に

お
い
て
現
場
の
意
見
を
伺
い
、

本
市
と
し
て
効
果
的
な
支
援
策

を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

目
標
時
期
を
見
据
え
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
連
携
し
た
実
効
性
あ

る
枠
組
み
づ
く
り
を
求
め
る
。

問答

問

企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進

食
品
公
社
の
収
益

強
化
に
向
け
て

全
国
大
会
な
ど
へ
の

出
場
支
援

市
の
良
質
米

を
守
る

野
犬
対
策
の
強
化

と
協
力
者
支
援

答答

問答答

答 問

答 問

一般質問

問

問

※ 1第三セクター…地方自治体と民間企業が共同で出資・設立した法人

要 
望

要 

望

要 

望

要 

望

10

けやき通りを安全な通学路に

なぜ窓口閉鎖と閉庁時間が同じなのか

答弁

答弁

ツツジ伐採し道路整備を検討

職員人件費抑制や業務効率化につなぐ

る
。
一
方
、
常
態
的
に
時
間
外

勤
務
が
発
生
し
て
い
る
場
合

は
、
業
務
改
善
や
人
員
配
置
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
を

全
庁
的
に
定
時
退
庁
日
と
定

め
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
て
い
る
。
会
計
年
度

職
員
等
は
、
本
人
が
希
望
し
た

勤
務
時
間
に
よ
る
雇
用
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
時
間
外
勤
務
は

生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
る
。

避
難
所
に
も
な
る
体

育
館
等
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
進
ん
で
い
る
か
。ま
た
、

一
般
家
庭
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

の
助
成
制
度
は
あ
る
か
。

教
育
部
長
　
避
難
所

に
も
な
る
体
育
館
等

の
大
規
模
な
公
共
施
設
25
箇
所

の
う
ち
12
箇
所
に
エ
ア
コ
ン
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン

未
設
置
の
施
設
に
は
冷
風
機
な

ど
を
設
置
し
て
い
る
。
一
般
家

庭
に
対
す
る
助
成
は
、
本
定
例

会
に
お
い
て
「
省
エ
ネ
エ
ア
コ

ン
買
い
替
え
支
援
事
業
」
を
補

正
予
算
で
計
上
し
た
。

登
下
校
の
暑
さ
対
策

に
冷
感
パ
ッ
ド
を
使

え
な
い
か
。

教
育
部
長

　
日
傘
や

冷
却
タ
オ
ル
を
認
め
、

全
校
に
冷
水
器
を
設
置
し
て
い

る
。
冷
却
パ
ッ
ド
は
必
要
性
や

利
用
ニ
ー
ズ
及
び
全
国
の
実
態

等
を
踏
ま
え
調
査
研
究
す
る
。

市
長
　
冷
感
パ
ッ
ド

を
含
む
暑
さ
対
策
に

関
し
て
は
、
教
育
委
員
会
と
連

携
し
て
進
め
る
。

子
ど
も
が
日
差
し
か

ら
目
を
守
る
眼
鏡
を
、

気
兼
ね
な
く
使
え
る
と
よ
う
に

で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
保
護
者
や

子
ど
も
の
意
向
を
確

認
し
、
学
校
と
連
携
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

・ 

い
ち
ょ
う
通
り
の
伐
採
後
の

切
り
株
や
、
か
え
で
通
り
の

毛
虫
被
害
に
も
触
れ
、
安
全

対
策
を
求
め
た

村
む ら た

田 春
は る き

樹
録画映像

け
や
き
通
り
の
見
通

し
と
歩
道
・
自
転
車

通
行
帯
を
ど
う
改
善
す
る
か
。

都
市
建
設
部
長

　
25

区
画
の
ツ
ツ
ジ
を
伐

採
し
、
今
後
も
進
め
る
。
羽
鳥

橋
西
側
は
歩
道
の
平
た
ん
化
な

ど
が
必
要
。
東
側
は
路
面
標
示

に
よ
る
自
転
車
通
行
帯
を
検
討

す
る
。
補
助
金
確
保
に
も
取
り

組
む
。

切

り

株

と

植

樹

ブ

ロ
ッ
ク
に
よ
る
事
故

を
ど
う
防
ぐ
か
。

都
市
建
設
部
長
　
草

が
生
え
な
い
よ
う
対

策
を
進
め
、
試
験
的
な
抜
根
も

検
討
す
る
。
夜
間
に
反
射
す
る

道
路
び
ょ
う
も
検
討
す
る
。

福
ふくしま

島 ヤヨヒ
録画映像

窓
口
の
閉
鎖
時
間
と

施
設
の
閉
庁
時
間
を

16
時
30
分
に
統
一
し
た
理
由
を

伺
う
。

総
務
部
長

　
こ
れ
ま

で
職
員
の
勤
務
時
間

と
窓
口
業
務
時
間
は
17
時
15
分

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
窓
口
終

了
後
の
事
後
処
理
を
時
間
外
で

行
う
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
閉
庁
時
間
を
16
時
30

分
に
早
め
る
こ
と
で
、
職
員
の

時
間
外
勤
務
の
抑
制
と
業
務
効

率
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後

は
、
閉
庁
時
間
の
変
更
を
市
Ｈ

Ｐ
や
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
周

知
す
る
と
と
も
に
、
電
子
申
請

な
ど
の
利
用
方
法
な
ど
も
周
知

し
て
い
く
。

市
職
員
の
規
定
さ
れ

て
い
る
勤
務
時
間
と

残
業
の
対
応
、
会
計
年
度
職
員

等
の
残
業
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
か
伺
う
。

総
務
部
長
　
勤
務
時

間
は
労
働
基
準
法
に

準
じ
て
1
日
７
時
間
45
分
と
定

め
て
お
り
、
時
間
外
勤
務
は
、

原
則
と
し
て
月
45
時
間
、
年

３
６
０
時
間
以
内
と
し
て
い

問答答

問答

登
下
校
の

暑
さ
対
策

答 答答

答 職
員
の
働
き
方

改
革
と
残
業

問

体
育
館
等
の

エ
ア
コ
ン
設
置

答 問

問
切
り
株
と

夜
間
の
安
全

問 問

一般質問

Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
眼
鏡

▲ツツジ伐採後のけやき通り
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感震ブレーカー設置補助の詳細は

合併20年を振り返り現在の進捗を問う

答弁

答弁

１世帯につき１回限り補助する予定である

合併時の考え方は総合計画にも継承されている

小
美
玉
市
医
療
セ
ン

タ
ー
に
係
る
予
算
の

詳
細
と
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長

　
小

美

玉

市

医

療

セ

ン

タ
ー
は
平
成
31
年
に
病
院
存
続

を
第
１
目
的
と
し
、
社
会
医
療

法
人
財
団
古
宿
会
に
民
間
移
譲

後
、
古
宿
会
が
新
し
い
病
院
を

建
設
し
、
令
和
３
年
度
か
ら
竣

工
し
た
。
古
宿
会
が
新
病
院
の

開
院
に
必
要
な
整
備
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
市
は
運
営
費
と
し

て
、
令
和
２
年
度
か
ら
11
年
度

ま
で
の
10
年
間
で
総
額
12
億

９
７
４
９
万
円
の
交
付
金
を
交

付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る 

（
※
参
考
、
平
成
20
年
度
か
ら

30
年
度
ま
で
の
11
年
間
の
指
定

管
理
料
は
26
億
７
３
１
２
万

円
）。
今
後
は
、
地
域
の
基
幹

病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
う
医

療
セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義
は
ま

す
ま
す
大
き
な
も
の
に
な
る
と

考
え
る
。
市
民
が
安
心
し
て
必

要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
医
療
の
存
続
と
い
う

観
点
か
ら
、
診
療
科
ご
と
の
新

診
療
日
数
の
増
加
な
ど
、
診
療

体
制
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
要
望

し
て
い
く
。

を
行
っ
て
い
る
。点
検
結
果
を
、

教
育
委
員
会
が
報
告
を
受
け
、

不
具
合
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
修
繕
等
の
改
善
措
置
を
講
じ

て
い
る
。
避
難
体
制
に
つ
い
て

は
、
火
災
想
定
の
避
難
訓
練
を

年
１
、
２
回
実
施
し
て
お
り
、

事
前
通
告
な
し
の
訓
練
や
休
み

時
間
な
ど
教
職
員
が
近
く
に
い

な
い
時
間
帯
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
う
な
ど
、
各
学
校
で
工
夫

し
て
実
施
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
育
児
休
業
期
間

中
で
も
市
町
村
判
断
で
利
用
可

能
と
国
が
示
し
て
い
る
が
、
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

こ
ど
も
未
来
部
長
　

本
市
で
は
、
職
場
復

帰
が
前
提
と
な
る
育
児
休
業
は

労
働
等
に
含
ま
れ
る
も
の
と
解

釈
し
、
産
前
休
暇
に
入
る
前
か

ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

し
て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
育

児
休
業
を
取
得
後
も
引
き
続
き

利
用
を
認
め
る
方
向
で
運
用
し

て
い
く
。

内
う ち だ

田 和
かずひこ

彦
録画映像

今
後
予
定
さ
れ
る
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

促
進
事
業
補
助
の
詳
細
は
。

総
務
部
長
　
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
は
、
分
電

盤
タ
イ
プ
、
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ

プ
、
簡
易
タ
イ
プ
な
ど
様
々
な

種
類
が
あ
り
、
各
家
庭
の
住
宅

事
情
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

補
助
対
象
者
は
、
市
内
に
住
宅

を
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る
方

を
予
定
。
補
助
は
、
１
世
帯
に

つ
き
１
回
限
り
と
し
、
購
入
・

設
置
費
の
３
分
の
２
を
補
助
す

る
予
定
で
あ
る
。

本
年
６
月
に
東
京
都

北
区
の
学
校
で
火
災

が
あ
り
、
初
期
対
応
や
避
難
体

制
な
ど
の
課
題
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。
学
校
に
お
け
る
本

市
の
防
火
対
策
と
避
難
体
制

を
伺
う
。教

育
長
　
防
火
対
策

と
し
て
、
各
学
校
に

設
置
さ
れ
て
い
る
自
動
火
災
報

知
設
備
、
消
火
器
、
屋
内
消
火

栓
、
防
火
扉
等
の
消
防
用
設
備

を
有
資
格
者
が
定
期
的
に
点
検

荒
あらかわ

川 一
かずひで

秀
録画映像

本
市
は
合
併
か
ら
20

年
が
経
過
し
た
。
合

併
時
の
調
整
事
項
の
現
在
の
進

捗
を
伺
う
。

市
長
公
室
長

　
合
併

時
の
調
整
事
項
は
、

順
次
調
整
を
進
め
、
ほ
と
ん
ど

の
事
務
事
業
が
完
了
し
て
い

る
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
つ

つ
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
土

地
利
用
を
進
め
る
考
え
方
は
、

合
併
か
ら
20
年
経
過
し
た
現
在

の
総
合
計
画
に
も
継
承
さ
れ
て

い
る
。

上
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
、
現
在
の
進
捗

と
今
後
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長

　
下

水
道
全
体
の
進
捗
状

況
は
、
下
水
道
全
体
計
画
区
域

面
積
２
６
４
４
ha
の
う
ち
、
整

備
面
積
は
１
２
４
２
ha
で
整
備

率
は
46
・
97
％
で
あ
る
。
事
業

区
域
整
備
手
法
及
び
事
業
規
模

等
を
精
査
し
、
公
共
下
水
道
、

合
併
処
理
浄
化
槽
、
農
業
集
落

排
水
施
設
の
再
編
の
方
向
性
を

整
理
し
て
い
く
。

問答

問答

答

答 問

問 医
療
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

答

問答 学
校
の
防
火
対
策

と
避
難
体
制

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

問

一般質問

上
下
水
道
事
業
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子どもの学びと安全を

答弁

答弁 教育環境の充実を進める

地域ケア会議の役割と地域課題への施策は

令和 9 年度から会議の役割を整理する

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
実
態
把
握

と
、
職
員
一
人
に
抱
え
込
ま
せ

な
い
組
織
的
な
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

総
務
部
長

　
本
市
で

は
、
対
策
規
程
と
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
発

生
時
に
は
上
司
へ
の
報
告
、
複

数
人
で
の
対
応
、
課
内
で
の
情

報
・
対
応
方
針
の
共
有
を
行
う
。

必
要
に
応
じ
て
副
市
長
を
委
員

長
と
す
る
対
策
委
員
会
に
よ
る

全
庁
的
な
対
応
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
人
事
課
を
相
談
窓
口
と

し
て
職
員
を
支
援
す
る
ほ
か
、

電
話
録
音
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増

設
、
職
員
研
修
な
ど
の
対
策
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

正
当
な
意
見
や
苦
情
に
は
丁
寧

に
対
応
し
つ
つ
、
対
応
に
苦
慮

し
た
事
例
を
蓄
積
・
共
有
し
、

実
践
的
な
職
員
研
修
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
規
程
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
現
場
で
機
能
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
提
案
す
る
。

力
や
情
緒
の
安
定
、
協
調
性
の

育
成
に
も
効
果
が
あ
る
。
今
後

も
教
職
員
研
修
や
設
備
の
充
実

に
努
め
る
。

災
害
時
に
支
援
が
必

要
な
方
の
避
難
と
、

停
電
時
の
避
難
所
の
電
源
・
空

調
対
策
は
。

総
務
部
長

　
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
を

継
続
し
て
更
新
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
避
難
支
援
を
行

う
。
避
難
所
で
は
発
電
機
、
蓄

電
池
、
公
用
Ｅ
Ｖ
な
ど
を
活
用

す
る
ほ
か
、
一
部
の
学
校
に
は

停
電
時
に
も
使
用
で
き
る
空
調

設
備
を
整
備
し
て
お
り
、
今
後

も
計
画
的
に
進
め
る
。

鈴
す ず き

木 俊
しゅんいち

一
録画映像

生
成
Ａ
Ｉ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
、
子
ど
も
た
ち
の

学
習
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

教
育
長

　
令
和
８
年

９
月
か
ら
児
童
生
徒

が
対
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用

で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
。

情
報
モ
ラ
ル
教
育
と
併
せ
、
安

全
で
効
果
的
な
活
用
を
進
め
て

い
く
。

学
校
の
草
刈
り
に
つ

い
て
、
保
護
者
や
教

職
員
の
負
担
を
軽
減
で
き
な

い
か
。

教
育
長

　
奉
仕
作
業

は
各
学
校
で
年
２
～

３
回
程
度
実
施
し
て
い
る
。
保

護
者
の
協
力
割
合
に
は
学
校
間

で
差
が
あ
り
、
刈
払
い
機
な
ど

の
機
械
整
備
に
つ
い
て
も
要
望

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
る
。

幼
稚
園
で
音
楽
を
活

用
し
た
療
育
や
発
達

支
援
を
さ
ら
に
充
実
で
き
な

い
か
。

教
育
長
　
歌
唱
や
リ

ズ
ム
遊
び
、
楽
器
作

り
や
演
奏
な
ど
を
実
施
し
て
お

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

山
やまざき

崎 晴
は る お

生
録画映像

地
域
ケ
ア
会
議
（
※

1
）
で
把
握
し
た
課

題
を
、
地
域
づ
く
り
や
施
策
へ

ど
う
つ
な
げ
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

　
本

市
で
は
、
地
域
包
括

ケ
ア
会
議
と
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
推
進
会
議
で
個
別
支
援
を
検

討
し
、
地
域
課
題
の
抽
出
・
対

応
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
類

似
事
例
に
よ
る
協
議
の
形
骸
化

や
、
地
域
課
題
の
抽
出
・
対
応

方
法
が
明
確
で
な
い
こ
と
、
資

料
作
成
や
会
議
参
加
の
負
担
、

会
議
の
目
的
の
重
複
な
ど
を
課

題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
令

和
9
年
度
か
ら
は
、
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
（
※
２
）
の

中
で
役
割
を
整
理
し
、
個
別
事

例
か
ら
見
え
る
地
域
課
題
を
地

域
づ
く
り
や
支
援
体
制
の
整
備

に
つ
な
げ
、
実
効
性
あ
る
仕
組

み
と
し
て
い
く
。

事
例
の
検
討
の
対
象
や
回
数
を

見
直
す
と
と
も
に
、
認
知
症
、

移
動
、
買
い
物
な
ど
共
通
す
る

課
題
を
集
積
・
整
理
し
、
既
存

事
業
の
改
善
や
施
策
に
つ
な
げ

る
仕
組
み
を
提
案
す
る
。

問答

問

カ
ス
ハ
ラ
対
策
の

現
状
と
対
応

答

問答

答答 小
中
学
校
の
草
刈

幼
稚
園
の
音
楽
療
育

災
害
時
の
対
応

問問

答 問

一般質問

※ 1地域ケア会議…医療・介護職員や地域関係者などが集まり、高齢者支援内容と地域課題を話し合う会議
※ 2 重層的支援体制整備事業…�課題を抱える人・世帯に対し、支援体制の垣根を越えて包括的に支援できるよう、

行政、地域、支援機関など様々な部署が重なりあって支援する事業

提 

案

提 

案
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感震ブレーカー設置補助の詳細は

合併20年を振り返り現在の進捗を問う

答弁

答弁

１世帯につき１回限り補助する予定である

合併時の考え方は総合計画にも継承されている

小
美
玉
市
医
療
セ
ン

タ
ー
に
係
る
予
算
の

詳
細
と
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長

　
小

美

玉

市

医

療

セ

ン

タ
ー
は
平
成
31
年
に
病
院
存
続

を
第
１
目
的
と
し
、
社
会
医
療

法
人
財
団
古
宿
会
に
民
間
移
譲

後
、
古
宿
会
が
新
し
い
病
院
を

建
設
し
、
令
和
３
年
度
か
ら
竣

工
し
た
。
古
宿
会
が
新
病
院
の

開
院
に
必
要
な
整
備
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
市
は
運
営
費
と
し

て
、
令
和
２
年
度
か
ら
11
年
度

ま
で
の
10
年
間
で
総
額
12
億

９
７
４
９
万
円
の
交
付
金
を
交

付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る 

（
※
参
考
、
平
成
20
年
度
か
ら

30
年
度
ま
で
の
11
年
間
の
指
定

管
理
料
は
26
億
７
３
１
２
万

円
）。
今
後
は
、
地
域
の
基
幹

病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
う
医

療
セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義
は
ま

す
ま
す
大
き
な
も
の
に
な
る
と

考
え
る
。
市
民
が
安
心
し
て
必

要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
医
療
の
存
続
と
い
う

観
点
か
ら
、
診
療
科
ご
と
の
新

診
療
日
数
の
増
加
な
ど
、
診
療

体
制
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
要
望

し
て
い
く
。

を
行
っ
て
い
る
。点
検
結
果
を
、

教
育
委
員
会
が
報
告
を
受
け
、

不
具
合
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
修
繕
等
の
改
善
措
置
を
講
じ

て
い
る
。
避
難
体
制
に
つ
い
て

は
、
火
災
想
定
の
避
難
訓
練
を

年
１
、
２
回
実
施
し
て
お
り
、

事
前
通
告
な
し
の
訓
練
や
休
み

時
間
な
ど
教
職
員
が
近
く
に
い

な
い
時
間
帯
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
う
な
ど
、
各
学
校
で
工
夫

し
て
実
施
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
育
児
休
業
期
間

中
で
も
市
町
村
判
断
で
利
用
可

能
と
国
が
示
し
て
い
る
が
、
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

こ
ど
も
未
来
部
長
　

本
市
で
は
、
職
場
復

帰
が
前
提
と
な
る
育
児
休
業
は

労
働
等
に
含
ま
れ
る
も
の
と
解

釈
し
、
産
前
休
暇
に
入
る
前
か

ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

し
て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
育

児
休
業
を
取
得
後
も
引
き
続
き

利
用
を
認
め
る
方
向
で
運
用
し

て
い
く
。

内
う ち だ

田 和
かずひこ

彦
録画映像

今
後
予
定
さ
れ
る
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

促
進
事
業
補
助
の
詳
細
は
。

総
務
部
長
　
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
は
、
分
電

盤
タ
イ
プ
、
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ

プ
、
簡
易
タ
イ
プ
な
ど
様
々
な

種
類
が
あ
り
、
各
家
庭
の
住
宅

事
情
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

補
助
対
象
者
は
、
市
内
に
住
宅

を
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る
方

を
予
定
。
補
助
は
、
１
世
帯
に

つ
き
１
回
限
り
と
し
、
購
入
・

設
置
費
の
３
分
の
２
を
補
助
す

る
予
定
で
あ
る
。

本
年
６
月
に
東
京
都

北
区
の
学
校
で
火
災

が
あ
り
、
初
期
対
応
や
避
難
体

制
な
ど
の
課
題
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。
学
校
に
お
け
る
本

市
の
防
火
対
策
と
避
難
体
制

を
伺
う
。教

育
長
　
防
火
対
策

と
し
て
、
各
学
校
に

設
置
さ
れ
て
い
る
自
動
火
災
報

知
設
備
、
消
火
器
、
屋
内
消
火

栓
、
防
火
扉
等
の
消
防
用
設
備

を
有
資
格
者
が
定
期
的
に
点
検

荒
あらかわ

川 一
かずひで

秀
録画映像

本
市
は
合
併
か
ら
20

年
が
経
過
し
た
。
合

併
時
の
調
整
事
項
の
現
在
の
進

捗
を
伺
う
。

市
長
公
室
長

　
合
併

時
の
調
整
事
項
は
、

順
次
調
整
を
進
め
、
ほ
と
ん
ど

の
事
務
事
業
が
完
了
し
て
い

る
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
つ

つ
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
土

地
利
用
を
進
め
る
考
え
方
は
、

合
併
か
ら
20
年
経
過
し
た
現
在

の
総
合
計
画
に
も
継
承
さ
れ
て

い
る
。

上
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
、
現
在
の
進
捗

と
今
後
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長
　
下

水
道
全
体
の
進
捗
状

況
は
、
下
水
道
全
体
計
画
区
域

面
積
２
６
４
４
ha
の
う
ち
、
整

備
面
積
は
１
２
４
２
ha
で
整
備

率
は
46
・
97
％
で
あ
る
。
事
業

区
域
整
備
手
法
及
び
事
業
規
模

等
を
精
査
し
、
公
共
下
水
道
、

合
併
処
理
浄
化
槽
、
農
業
集
落

排
水
施
設
の
再
編
の
方
向
性
を

整
理
し
て
い
く
。

問答

問答

答

答 問

問 医
療
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

答

問答 学
校
の
防
火
対
策

と
避
難
体
制

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

問

一般質問

上
下
水
道
事
業
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福祉事業に感謝しています
新興住宅地購入で 35年前に住み始めた親が高齢化

のため東京から小川に住み、やっと慣れてきたとこ

ろで、まだまだわからないことばかりです。デイケ

アはじめ福祉事業には感謝しています。（小川・Ｎ）

いつも楽しみにしています
議会だよりは毎回楽しみにしており、分かりやす

く、また読みやすいと感じます。これからも市民

の生活安定安心と市の発展、次の世代への橋渡し

のためによろしくお願いします。（下吉影・Ｔ）

議員の思いをもっと知りたい
いつもご苦労様です。今後は個々の議

員の考え方、市政に対しての想い、実

現したいことなども載せていただけれ

ばと思います。一度に全員は載せられ

ないと思いますが、何人かずつでもお

聞きしたいです。（羽鳥・Ｔ）

一般質問に期待しています
一般質問をする議員さんは大体決まっ

ていて、今まで一度も質問していない

議員さんもいると思います。質問する

ことは相当な勉強しなければならない

ので、まだ質問したことがない議員さ

んは頑張ってほしいです。（田木谷・Ｗ）

議会のしくみがよく分かりました
今号では ｢ 市議会のしくみ ｣ の特集などがあり、

とても分かりやすく書かれていたので、「なるほ

ど」と思いながら読むことができました。（高田・Ｍ）

前号（No.82）のプレゼントクイズに寄せら
れたご意見や感想の一部をご紹介します！

市民の声に目を向けて
小美玉市民でしたが結婚して引っ越し、改めて小美玉市

の住みやすさを感じました。 市民からの声を聞いて、こ

んなふうに議会が行われて実現しているんだと本誌で知

りました。実家は小美玉市なので離れても「小美玉市議

会だより」や広報誌をスーパーでもらってきて読んでい

ます。私の実家の道路は市道ですが、前は砂利を敷いて

くれてたのに最近は敷いてくれません…そういう細かい

ところにも目を配ってほしいです。（土浦市・Ａ）

全文はこちら
（議会ＨＰ）

暮らしを支える交通に期待
興味深く拝読しました。将来的には自動運転によ

るタクシーが期待されますが、現状は有人による

タクシーなどに頼らざるを得ません。富山県

朝日町などの先進地を参考に、住民への

暮らし向上に努めていただきたいです。

（京都市・Ｋ）

◆応募に関する個人情報はプレゼントの送付以外には利用しません。 　◆当選者の発表はＱＵＯカードの発送をもってお知らせします。

◆前回 第７9回クイズの正解　問①…長津智之　問②…消防長　問③…２８

令和7年度の総

決算額は

〇〇〇億円

一般質問で音楽療育について答

弁した人は

〇〇〇〇

令和８年

第４回定例会は

12月〇日開会予定

電子申請・はがき・FAX・メールで住所、氏名、「クイズの答えを明記」してご応募ください。

また、議会や本紙に対するご意見やご感想をあわせてお寄せください。

〒３１９ー０１９２ 小美玉市堅倉８３５ 小美玉市議会事務局宛　

今回の議会だより第83号の中から、問題を3つ出題します。
正解した方の中から抽選で「QUOカード2,000円分」を10名にプレゼントします！
ぜひご応募ください！

応募はこちら↑

＼知りたい・聞きたい・みなさんの声／

当たる！今号を読んで当てよう！
プレゼントクイズ第80回

FAX 0299-48-1199
Mail gikai@city.omitama.lg.jp 令和８年11月30日（月）まで　

※当日消印有効応募締切

現在

342人

大切にします！
市民の声

届いた声をカウント
（2025.8.1～）

市民の
ホンネ

議会にとどいた
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テーマ❶ 防災・減災
● 地域のコミュニケーションが不足している。

● 防災無線が聞こえない、分かりづらい。

● 避難所がペット同伴可能になるといい。

テーマ❷ 農業と食
● 美味しいものがたくさんあるのに発信力が

不足している。

● 特産品の販路拡大（輸出）に挑戦してみては。

● ふるさと納税返礼品にもっと農産物を。

テーマ❸

若者の定住・還流
● �地元では仕事のバリエーショ

ンが少ない。

● さらなる子育て支援を拡充し

てほしい。

● 楽しいまちづくりよりも、

住みやすいまちづくりを！

● いただいたご意見やアイディアは、市政に反映できるように生かしてまいります。

● 今後も市民の皆さんとの対話を通じ継続的な議会改革を推進していきます！議会から

市民と議会の意見交換会を開催しました！

市民の声をカタチに…
　「語り合う場」がまちを育てる

意見交換後、みんなで一緒に笑顔で記念撮影！

基地周辺の生活環境対策を要望しました
　令和8年7月15日、 24日、 百里基地 ・茨城

空港対策特別委員会は、市長・議長・副議長・

副委員長とともに、 北関東防衛局及び百里基

地を訪問し、 訓練に伴う騒音など、 基地周辺

の生活環境に係る対策について要望しました。

　訪問時には、 訓練の安全対策の徹底や飛行

時間帯の自粛をはじめ、 防音対策への助成、

交付金制度の延長 ・拡充、 新たな制度の創設

などを求め、 地域住民の生活への十分な配慮

と、 周辺対策のさらなる充実を強く要望しま

した。

　市では、 今後も基地と地域との良好な関係

を維持しながら、 住民の安心 ・安全な生活環

境の確保に取り組んでいきます。

7/24 北関東防衛局に陳情書を提出 7/15 百里基地司令に申入書を提出

３つのテーマについてグループに分かれて話し合いました

意
見
交
換
会

基
地
対
策
を情

市
民
と
議
員
の

17

日　時：令和8年 7月4日（土）　
　 13：30～16：00

場　所：市役所本庁舎2階会議室　
参加者：市民32名 議員16名

32名が参加！
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編集のそのあとで  議論を通して、市政を知る

　暑さも少しずつ和らぎ、秋の気配を感じる季節となりました。市民の皆様

には、いかがお過ごしでしょうか。このたびの台風により被害を受けられた

皆様に、心よりお見舞い申し上げます。一日も早い復旧と、皆様が安心して

生活できる日が戻りますことを心より願っております。

　９月議会は、前年度の市政運営と予算の執行状況を審査する「決算議会」と

もいわれる重要な議会です。決算審査をはじめ、さまざまな議案について審議

が行われました。また、今回は14人の議員が一般質問に立ち、市政のさまざま

な課題について活発な議論が交わされました。本紙を通して、議会でどのよう

な議論が行われたのか、ぜひご覧ください。これからも議会の活動を分かりや

すくお伝えし、皆様に身近に感じていただける議会広報を目指してまいります。

　市民の皆様には日頃より市議会の活動にご理解とご協力をいただき、心よ

り感謝申し上げます。これからも皆様の声を大切に、開かれた議会を目指し

てまいります。今後とも市議会へのご理解とご協力を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。

 次の定例会は　

12月２日（水）

開会予定

熊本地震による被害者支援のため
義援金を贈りました

　令和8年7月28日熊本県熊本地方を震源とする最大震度7の大きな地震が発生しました。

震災により被災された皆様方に心よりお見舞いを申し上げます。

　当市議会は、 被災された方々が一日も早く平穏な生活に戻れることを願い、 令和8年

9月4日に九州市議会議長会へ義援金10万円を寄託しました。

●�議場は市役所本庁舎３階。予約不要／受付あり（氏名・住所等）

●�委員会等の日程は本会議（12月2日（水）開催）で決定します。 

　議会事務局　Tel.0299-48-1111（内線1302）にお問い合わせください。

本会議 傍聴できます （モニター放映あり）

委員会 傍聴要確認   （モニター放映なし）

議 会のリアルを傍聴で！

本会議

本会議

本会議本会議本会議

議会運営委員会
全員協議会

議会運営委員会

全員協議会

討論・採決
閉会

一般質問 一般質問 一般質問

開会

1 2 3 4 5

7 8 9 10 11 126

14 15 16 17 18 1913

議案調査

議案調査 常任委員会 常任委員会 特別委員会
予備日

2026年

12月

5日 月 火 水 木 金 土

議会の
ひとコマ

議案調査議案調査

常任委員会

竹原小学校の

稲刈り風景を見学

大収穫！
ぼくらの笑顔も豊作だ！


